




















学長メッセージ

大学について

高崎経済大学の歴史

開学当初 （1957年）

彫刻 「独歩」 （1987年）

移転当時のキャンパス （1961年）

図書館 （1991年）

学術研究の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学術を教授研究し、真理
と平和を希求する人間の育成を図り、学理とその応用を攻究し、国の内外と地域の向上
発展に貢献することを目的とする。 

大学の目的

1　多様性を認識し、コミュニケーションのできる学生の育成
2　限りなき探究心で明日を切り拓くことのできる学生の育成
3　経済に通じ、地域を見る目を持って、国の内外において活躍できる学生の育成
4　いつでも、どこでも主体的に学び、学ぶ喜びを生涯持続できる学生の育成

大学の学生育成目標

本学に所定の期間在学し、大学・学部の教育目的に沿って開設された授業科目を履修し、所
定の単位数を修得した者に学位を授与する。
卒業後は、本学での「学びへの誇り」を持って社会貢献できる人材となる。

大学の卒業認定・学位授与の方針

学部・学科に開設する教養及び専門科目と演習を、4年間にわたり体系的に履修するこ
とにより、学部・学科の教育目的が達成され、「学びへの憧れ」が「学びへの誇り」へと変
わる教育課程編成をし、「学ぶ喜び」を醸成する。

大学の教育課程編成・実施の方針

基礎的な学力を十分に備え、本学の目的及び学生育成目標に共感し、学部の目的と教
育内容に魅力を感じ、明確な目的意識と「学びへの憧れ」を持ち、主体的に学ぶことの
できる人を受け入れる。

大学の入学者受入れの方針

Future Maker[=未来を創る人]になろう
今、私たちは時代の分かれ道にいます。一方の道の先には地球温暖化が加速して異常気象が頻発したり、持てる者と持たざる者の対立が
激化したりする未来が、もう一方の道の先には社会が分断を克服し、地球の環境容量の範囲内で豊かに暮らす未来が待っています。
後者の未来が「持続可能な社会」です。その道に進むには、少子高齢化や疲弊する地域社会という課題を克服し、脱炭素化やデジタルトラ
ンスフォーメーションに伴う産業構造の大転換を乗り越えなければなりません。皆さんはこの混沌とした時代に社会に出ることになります。
当然、その中で生き抜く力をつけることが必要です。その際、変化する環境に単に受身的に適応するだけでなく、皆さん自身がより良い未
来を創り出す「Future Maker」であってほしいと思います。どちらの未来が実現するかは、結局は私たち一人ひとりの行動次第だからです。
高崎経済大学は皆さんがそのような人材に育つ機会にあふれています。

多様な出会いを生む全国型公立大学
これらの教育活動に加え、学生の自主的活動が盛んなのも本学の特色です。本学は北海道から沖縄まで全国から学生が集まる全国型公
立大学です。アジアからの留学生も多く、多様な出会いの機会があります。多くの学生が実家を離れて高崎で暮らしているため、部活動や
サークル、ボランティア活動など多様な活動に打ち込んでいます。このような出会いと経験こそ、皆さんを人間的に成長させ、一生の財産と
なることでしょう。

地域に根ざし、世界を視野に
本学は1957年に高崎市が設立した公立大学です。経済学部経済学科からスタートし、後に経営学科を設置。1996年には日本で最初の
地域政策学部を設立し、地域政策研究という新しい領域を開拓しました。2011年には公立大学法人へと移行し、60周年を迎えた2017
年には、社会・経済のグローバル化に対応する教育を拡充するために、経済学部に国際学科を新設しました。
その結果現在では2学部6学科体制となり、多様で充実したカリキュラムを備えています。中でも少人数のゼミナールを必修とし、教員と
学生や、学生同士で積極的に議論したり、地域社会の実態を直接学んだりしています。また、手厚い助成金を支給し、長期・短期の海外
語学研修や海外フィールドワークを推進しています。さらに、実践で使える語学力を鍛えるとともに、地域企業の課題解決への協力を
通してデジタル、データサイエンス、AI等を実地で学び、スタートアップ人材を育成する共同教育研究センター（仮称）の開設に向けて準
備を進めています。

1957
1961
1964
1987
1991
1996
2000
2002

2003
2004
2006
2011
2017

2026

｜昭和32年
｜昭和36年
｜昭和39年
｜昭和62年
｜平成 3 年
｜平成 8 年
｜平成12年
｜平成14年

｜平成15年
｜平成16年
｜平成18年
｜平成23年
｜平成29年

｜令和 8 年

● 高崎市立高崎経済大学 開学 （経済学部経済学科）
● 現キャンパスに移転
● 経済学部経営学科 設置
● 開学30周年記念　彫刻 「独歩」 設置
● 図書館完成
● 地域政策学部地域政策学科 設置
● 大学院地域政策研究科 （修士課程） 設置
● 大学院地域政策研究科 （博士後期課程） 設置
● 大学院経済·経営研究科 （修士課程） 設置
● 地域政策学部地域づくり学科 設置
● 大学院経済・経営研究科 （博士後期課程） 設置
● 地域政策学部観光政策学科 設置
● 公立大学法人高崎経済大学へ移行
● 創立60周年
● 経済学部国際学科 設置
● 地域政策学部30周年
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経営の方法
有名な大企業から地元の中小企業まで、実際
の経済は多くの企業が互いに協力したり、競
争したりすることで成り立っています。どんな
製品やサービスをどんな地域で売るのか。ど
ういう相手と協力し、ライバル企業とどうやっ
て競争するのか。どうしたら社員の力を引き
出せるのか。そのやり方次第で、同じような分
野の企業でも、うまくいったり、いかなかった
りします。これらのことを学ぶのが、経営の方
法を学ぶということです。

国際社会の渡り方
国際社会で活躍するためには何が必要でしょ
うか。語学力のほか、特定の視点、価値観に偏
らない幅広い教養でしょうか。しかし、実際に
国際的にビジネスや学術活動を行ってみる
と、それだけでは不十分なことに気が付きま
す。これらのスキルは、国際社会で活動してい
る人は当然持っているからです。国際社会で
自分の特徴を打ち出して活躍するためには、
他人にはない専門的な知識・スキルを持つス
ペシャリストであることが重要なのです。

例えば普段着るもの、食べるもの、住むとこ
ろ、すべて誰かがどこかから原材料を運んで
きて、誰かがつくり、誰かが売っています。多く
の人が仕事を持ち、収入を得て、税金を納め、
そのお金で政府がさまざまな活動をします。
金利や為替レートが変われば、景気が良く
なったり、悪くなったりします。こういったこと
の全てが「経済」です。経済の仕組みを学ぶと
は、これらが互いにどのように関連し、どうし
たらうまくいくのかを考えるということです。

経済の仕組み

経 済 学 部 で 学 べ る こ と

経
済
学
部

経済学部長  藤井 孝宗 教授

不安定化する社会を高度な専門性で乗り切ろう 

１ 経済あるいは経営に関する専門知識を有し、それを基盤に経済社会や国際
社会で能動的・主体的に活動できる人材を育成するため、経済学、経営学お
よび国際関係に関連する領域の科目を幅広く配置する。

２ 他者との円滑なコミュニケーションに必要な思考力や表現力を高めるため、
少人数のクラス編成により、グループワークや双方向の対話を重視した科
目を配置する。

３ 英語を用いたコミュニケーションに必要な思考力や表現力を高めるため、
習熟度に応じた少人数のクラス編成により、グループワークや双方向の対
話を重視した英語科目を配置する。

４ 英語をはじめ諸言語を使用するひととのコミュニケーションに必要な語学
力を高めるため、習熟度に応じて学生が選択できる複数の外国語科目を配
置する。

　経済学部では、学生に「卒業認定・学位授与の方針」で掲げる知識・理解、態度・志向および汎用的技能を修得し、さまざまな組織で自律的に課題を
発見し、解決策を提案できる人材を育成するため、以下の方針にしたがって教育課程を編成する。

学部の教育課程編成・実施の方針

５ 数理的手法と情報通信技術の活用に必要な知識および技能を身につける
ため、習熟度に応じて学生が選択できる科目を配置する。

６ さまざまな学問領域の知識に触れることを通じて、自己および自分とは異な
る社会や文化などを理解するとともに、能動的かつ継続的な学修を促すた
め、教養を涵養する科目を配置する。

７ 経済学、経営学および国際関係を中心に特定の学問領域の知識を深く理解
するとともに、論理的かつ批判的な思考に基づいた課題を設定したうえで
解決策の提案を行い、積極的なコミュニケーションを通じて他者と協調す
る方法を見出すため、グループワークや双方向の対話を重視した少人数編
成の専門科目を設置する。

８ 学修成果の評価に関しては、学部における成績評価の基準を定めたうえで、
各科目の達成目標に基づいて評価する。

学部の卒業認定・学位授与の方針

【知識・理解】
◯一般教養および隣接分野
１ 人文学、社会科学、数理系科学など幅広い学問領域の知識を身につけるこ
とで、経済、経営および国際の各学科の専門科目をより深く理解している。

２ 人文学、社会科学、数理系科学に関わる特定の学問領域を深く学び、より高
度な知識を身につけることで、社会とそれを構成する制度や人の営みをより
深く理解している。

〇経済学科
１ 経済の制度・歴史・政策などについて基本的な知識を有し、考察対象となる
経済社会の背景などを理解できる。

２ 経済学の理論・分析手法などについて体系的に理解し、経済社会の諸問題
に対して応用できる。

〇経営学科
１ 経営学の基礎的な知識を学んだうえで、戦略・マーケティング、組織・マネジ
メント、会計・財務、法律など幅広い学問領域の専門知識を身につけること
で、企業をはじめ組織の活動を多面的に理解できる。

２ 経営学における特定の学問領域を深く学び、より高度な知識を身につける
ことで、組織の活動に関わる諸問題に対して応用できる。

〇国際学科
１ 経済学、経営学の基礎的な知識および専門的な知識を身につけることで、
国際的な視点から経済あるいは経営に関わる実態を理解できる。

２ 高度な語学力を身につけるとともに、社会、政治、法律および歴史などに関
する幅広い知識を理解し、国際社会の諸問題に対して応用できる。

【態度・志向】
１ さまざまな知識・技術に興味・関心をもち、能動的かつ継続的に学修する。
２ 積極的なコミュニケーションを通じて、他者と協調する。
３ 倫理観をもって行動し、社会や組織に対し主体的に関与する。
【汎用的技能】
１ 課題を設定し、それに対する調査、分析、評価をすることで解決策を提案で
きる。

２ 論理的かつ批判的な思考ができる。
３ 数理的手法と情報通信技術を活用できる。 
４ 多様な言語を他者とのコミュニケーションに活用できる。

　経済学部は一般教養科目、言語系科目および数理系科目、経済、経営および国際の3学科に設置された専門科目、演習の修得を通じて以下に掲げる
知識・理解、態度・志向および汎用的技能を身につけると同時に、所定の単位数を修得した学生に学位を授与する。

　経済学部では、「教育課程編成・実施の方針」にもとづく教育を施すことを通じて、「卒業認定・学位授与の方針」に掲げた人材を育成するため、以下の
ような資質を備えたひとを積極的に受け入れる。

１ 高等学校までの以下の学習の内容をきちんと身につけているひと
　（1）日本語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の技能
　（2）英語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の技能
　（3）数理的手法を身につけるために必要な数学の知識・技能
　（4）人文社会科学を学習する前提となる幅広い知識
２ １に掲げる知識・技能をもとに、論理的に思考し、自身の考えをまとめて他者
に伝えることができるひと

３ 経済、経営および国際関係に強い興味・関心があり、主体的な態度で学習に
取り組むことができるひと

４ 多様な価値および意見を尊重し、他者と協力しながら学習や課外活動に取
り組むことができるひと
また、上記のような資質を備えているかを判断するため、以下の基本方針の
もと入学者選抜を行い、多様な人材の確保に努める。

〇一般選抜
　一般選抜では、前期日程、公立大学中期日程とも、大学入学共通テストと教
科・科目に係る個別テストを行い、上記１及び２の知識・技能及び能力を修得
しているかを評価するとともに、調査書により、上記３、４の態度・能力を確
認し、総合的に判断する。
〇学校推薦型選抜
　学校推薦型選抜では、英語と小論文試験で、上記１の（１）、（２）及び２の

　知識・技能及び能力を有しているかを評価するとともに、面接試験、調査書・
推薦書等の提出書類により、  上記２、３、４の態度・能力を総合的に判断す
る。さらに、１、３の知識・技能・態度に関しては、英語や簿記などの資格・検
定試験の結果も適宜評価する。
〇編入・転入学選抜
　編入・転入学選抜では、英語及び経済学・経営学の基礎的な問題により、上
記１の（２）、（３）及び３の知識・技能・態度を有しているかを評価するととも
に、面接試験により、上記２、３、４の態度・能力を総合的に判断する。
〇私費外国人留学生選抜
　私費外国人留学生選抜では、独立行政法人日本学生支援機構が実施する日
本留学試験の成績により、上記１の知識・技能を有しているかを評価するとと
もに、面接試験により、上記２、３、４の態度・能力を総合的に判断する。
〇社会人選抜
　社会人選抜では、英語と小論文試験により、上記１の（１）、（２）及び２の知
識・技能及び能力を有しているかを評価するとともに、面接試験により、上記
２、３、４の態度・能力を総合的に判断する。
〇帰国生徒選抜
　帰国生徒選抜では、小論文試験及び面接試験により、上記２、３、４の態度・
能力を総合的に判断する。

学部の入学者受入れの方針

　現在、世界はかつてないほど不安定な状況に置かれています。AIの急速な普及を含めたデジタル化の深化・拡大によ
り生活環境が激変していく一方で、ロシアのウクライナ侵攻や中東紛争、米中対立やトランプ政権の外交政策など国際
情勢も不安定さを増しています。 
　このような変化の激しい社会を生き抜くには、自身の判断の基準となる専門知識を確立させつつ、偏った意見を廃し
最適な判断をくだすバランス感覚を持つことが必要です。経済学部では、国際社会で最も必要とされる分野の一つであ
る経済・経営の専門知識を身に付けつつ、語学、数理統計、政治・社会問題など幅広い知識・スキルを学ぶカリキュラ
ムを用意しています。また、海外提携校や国際学科プログラムなど豊富な海外研修の機会および経済的補助を用意し、
バランス良い国際感覚を身に付けられます。国際・地域社会で活躍する人材を目指して一緒に学んでいきましょう。 
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教員＆ゼミ 紹介経済学部

◆日本語リテラシー日本語リテラシー科目

外国語科目

言語系科目

数理系科目

一般教養科目

総合科目

◆General English
◆Business English
【留学生】　◆大学生活のための日本語　◆専門聴解　◆日本事情　◆文章表現　◆専門読解　◆口頭表現

◆論理的思考　◆哲学　◆倫理学　◆現代思想　◆科学哲学　◆教育原理　◆教育心理学　◆心理学　◆社会学　◆ジェンダー論　◆法学　◆日本国憲法　◆国際法
◆政治学　◆日本政治　◆国際関係論　◆西洋史　◆東洋史　◆中国文化論　◆イスラーム文化論　◆宗教学　◆人類学　◆人文地理学　◆自然地理学
◆世界地誌　◆日本地誌　◆日本史(古代～近世)　◆日本史(近現代)　◆宇宙と地球　◆生態系と環境　◆生命科学　◆医療と健康　◆技術とものづくり　◆美学
◆物理学　◆ファイナンシャル・リテラシー　◆キャリア・デザイン　◆学問研究入門

◆ドイツ語　◆フランス語　◆中国語　◆ハングル　◆スペイン語　◆イタリア語　◆アラビア語の世界　◆西洋古典語の世界
◆ドイツ語文献講読　◆フランス語文献講読　◆中国語文献講読　◆ハングル文献講読　◆スペイン語文献講読　◆イタリア語文献講読

◆日本語リテラシー上級　◆日本古典研究　◆中国古典研究　　　【留学生】　◆ビジネス日本語

◆基礎数学　◆微積分　◆線形代数概論　◆確率・統計入門　◆データ分析入門　◆多変量データの分析　◆論理学　◆社会調査法

◆コンピュータ・リテラシー　◆Readings on Economics and Management　◆Language Learner Development　◆スポーツ科学　◆海外語学研修（英語）　　
◆海外語学研修（中国語）　◆特別講義「世界と日本の未来を考える2.0」　◆データサイエンス入門　◆データサイエンス基礎：AI概論　
◆データサイエンス基礎：プログラミング・数学　◆データハンドリング　◆データサイエンスによる課題解決　◆データサイエンスによる実社会課題解決
◆データ可視化　◆ヒジネスにおけるテキストマイニング　◆ビッグデータによるマーケティング　◆データサイエンスのビジネス実装　

全学科共通 教養教育科目

◆Oral Communication　◆Advanced Oral Communication　◆English Language and Culture　◆Grammar　◆Writing　◆Reading　
◆Listening　◆Discussion　◆Advanced Discussion　◆English for Academic Purposes　◆TOEIC Basic　◆TOEIC Intermediate　◆TOEFL

塩澤 康平 経済学科 講師

■教員研究分野・テーマ
ミクロ経済学。「効用最大化モデル」や「一般
均衡モデル」などを数理的な方法で研究・応
用しています。
■担当科目
経済数学入門Ⅰ／Ⅱ、中級ミクロ経済学Ⅰ、基
礎演習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
目的なく歩くこと、ゆっくり走ることが好きで
す。山脈に挟まれた伊那谷で育ったので、山を
見ると気持ちが落ち着きます。

ゼミナールの研究テーマ
経済に関する理論分析やデータ分析
（そのために必要なプログラミングの基礎も学修）

鶴田 禎人 経済学科 教授

■教員研究分野・テーマ
日英における社会保障のデジタル化、地域包
括ケア
■担当科目
社会保障原理、社会保障制度論、社会政策
論、基礎演習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
小さい頃から海が大好きで、夏はダイビングや
シュノーケリングを楽しんでいます。

山形県立霞城学園高等学校 出身
登坂 聖成 ゼミ生（4年）

鶴田先生の授業で社会保障制度への関心を持つとと
もに、時事問題を考える基礎知識を得られると考え、
本ゼミを志望しました。2年次には社会保障制度や労
働政策について教科書の輪読を行い、ゼミ内で議論。
3年次にはグループ研究を行いました。私たちは「廃校
の活用を通じた地域福祉の向上」「長時間労働の改善
に向けた取り組み」等をテーマにしました。ゼミでは
活発な議論が行われ、新たな視点が得られます。

ゼミナールの研究テーマ
地域の福祉・労働に関する調査・研究

STUDENT’S VOICE

専門教育科目を勉強する上でも、また社会に出たときにも、大切なのは幅
広い教養を積み上げておくこと。経済学部のカリキュラムでは、1年次に少
人数クラスで文章の読み方と書き方（日本語リテラシー）をしっかり学び、
その後の学修のために数学の基礎固めもします。外国語科目は、英語力
を強化するとともに、他の言語も修得できるように、豊富なメニューを用
意しています。さらに、経済学以外にもさまざまな一般教養科目を学ぶこ
とができます。

充実の
教養教育科目

P O I N T

01

専門教育科目は、1年次必修科目の「市場と経済」「企業と会計」で経済学
と経営学の土台を学んだ後、2年次から経済学科、経営学科、国際学科に
分かれて本格的に勉強します。カリキュラムは、学生自身が関心を抱いた
テーマについて、基礎から応用へと発展的に学んでいく道筋が分かるよう
に設計されています。また、社会人講師によるリレー講義もあり、現実の
社会の動きにも触れることができます。

専門教育科目の
学びやすさ

P O I N T

02

経済学部における学びの中心は、2年次後期から卒業までの2年半にわ
たる必修科目の「ゼミナール（演習）」です。ゼミナールとは、1人の教員の
指導のもと少人数クラスで専門分野を深く学ぶ仕組みで、講義形式の授
業とは異なり、「研究テーマの設定→調査→報告→議論→新たなテーマ
の発見」を繰り返す問題発見・解決型の授業です。ゼミナールには、「人と
人とが交わり新しいものを生み出す」という大学教育の醍醐味がありま
す。また、学生の多様な興味関心に対応できるよう、指導教員が充実して
います。

必修の
ゼミナール

P O I N T

03

教養教育科目で身に付ける言語運用力・数理的思考力・国際的な教養、そ
して、専門教育科目で学ぶ経済の仕組みや企業経営に関する専門的な知
識、さらに、必修科目のゼミナールで培う問題発見力・解決力・プレゼン
テーション力、4年間のカリキュラムを通じこれらの力を育むことで、卒業
後の業界や企業、進路を見極めることができるようになります。また、多く
の卒業生がさまざまな分野で活躍しています。

卒業後の
将来のために

P O I N T

04

“学び”の本質を捉えた

ユニークなカリキュラム

教科書を用いて社会保障制度について学んだあとで、グ
ループでテーマを決めて調査・研究を行い、成果を学
内外で発表します。学生自身でテーマ設定から調査対
象の選定、調査の実施、意見のまとめまで行います。こ
うしたアクティブな学びを通じて地域に関心を持ち、理
解を深めます。学生たちが意見を述べ合い、皆で一つ
の研究を行っていくプロセスを大事にしているため、私
は過度に関わらず、適宜アドバイスを行います。

学生主体のアクティブな学びが
関心を高め、理解を深めます

栃木県立宇都宮北高等学校 出身
加藤 仁士 ゼミ生（4年）

経済モデルで経済現象を説明できることに感銘を受
け、自分自身でプログラミング言語を用いて経済モデ
ルをつくってみたいと考え、本ゼミに所属しました。現
在は、交通手段を選ぶ確率がどのような要因によって
変化するのかを、プログラミング言語「R」を用いて分
析しています。他の人との意見交換で新たな気付きを
得ることや、データ分析の結果、予想と違う結果が出
たり別の仮説が生まれたりすることが面白いです。

STUDENT’S VOICE

例えば賃貸価格と災害リスクの関係など、経済に関する
身近な問題を分析します。データを集め、数式を考え、
プログラムを作成するといった抽象的な作業が、実際の
社会や経済の動きと結び付いて “意味を持つ” 瞬間が
魅力です。データや理論を可視化して考えることと、一
つのテーマをじっくり調べ続ける「継続的な探究」を重
視しています。興味あるテーマであれば自然と深く調べ
ようとしますので、学生たちの「関心」を尊重しています。

身近にある問題の仕組みを
データと理論から読み解く

鶴 田  禎 人 ゼ ミ

塩 澤  康 平 ゼ ミ
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黒崎 龍悟 国際学科 准教授

■教員研究分野・テーマ
アフリカ地域研究、適正技術論
■担当科目
現代アフリカ論、人類学、国際協力論、基礎演
習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
アフリカにおける草の根の自然エネルギー利
用に関心を持ったことをきっかけに、日本各地
に残る水車について調べています。

ゼミナールの研究テーマ
地域研究、国際協力

土谷 岳史 国際学科 教授

■教員研究分野・テーマ
政治学、EU研究
■担当科目
政治学、国際関係論、現代ヨーロッパ論、基礎
演習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
音楽を聴くのが好きで、よくライブに行きます。

以前からホロコーストやヨーロッパの歴史・経済史に
関心がありました。本ゼミでは歴史学・経済学・社会学
が交わるテーマを研究しており、一つの事象を複数の
視点から考察できます。ポーランドのフィールドワーク
ではアウシュビッツやシンドラー博物館を訪問。大学
内での学びと体験を組み合わせることで、多面的に理
解が深まりました。滞在中は自分たちで考える活動が
多く、ゼミ生の主体性も大きく向上しました。

ゼミナールの研究テーマ
ヨーロッパ政治、ヨーロッパにおける負の歴史

STUDENT’S VOICE

当ゼミでは、3年夏にポーランドにフィールドワークに行
き、同国がどのようにホロコーストを記憶しているのか、
現地で見て回って研究します。これに先立ち、「記憶の政
治」に関わる政治学の文献や、ヨーロッパの負の歴史の
文献を皆で読んで読解します。文献を通してしっかり勉
強した知識と、現地での経験とを合わせることで、深い
理解に至ります。「知識を持っていて初めて見えてくる驚
き」に出合うという面白い体験を味わってください。

ポーランドの複雑な
「記憶の政治」について考える

当ゼミ最大の特徴は、フィールドワーク（現地調査）を
重視した実践的な学びです。アフリカの国を訪れた
り、JICA（国際協力機構）を訪問したり、畑でキャッサ
バを掘ったりと、教室外での学びを広く行います。統計
データや文献からだけでは得られない、五感をフルに
使っての学びは、一生の財産になると感じます。黒崎先
生はユーモアあふれるお人柄で、ゼミは活気に満ち、
イベントも盛りだくさんで充実しています。

STUDENT’S VOICE

ゼミでは、現代世界（特にアフリカ地域）を複眼的に
捉えるために、多方面からアプローチする視点を養いま
す。また、国際協力や異文化理解のあり方について、
統計情報のようなマクロなデータに依拠するだけでな
く、生活者の視点を取り入れながら考えていきます。社
会で生じている現象や課題の実態がどのようになってい
るのかをさまざまな視点から追求する姿勢を大事にして
います。

“分かりやすさ”に飛びつかず
社会の複雑さに学ぶ

土 谷  岳 史 ゼ ミ

黒 崎  龍 悟 ゼ ミ

教員＆ゼミ 紹介経済学部

谷口 聡 経営学科 教授

■教員研究分野・テーマ
民法、周没期法制度、終末期医療法制度、デ
ジタル社会と取引法
■担当科目
民法総則、債権法総論、債権法各論、基礎演
習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
人生100年時代、何事に取り組むにも「石の上
にも10年」がモットーです。温泉が好きで、月
に2回は近所の日帰り温泉に行きます。

ゼミナールの研究テーマ
デジタル社会と取引法

加藤 健太 経営学科 教授

■教員研究分野・テーマ
近現代日本経営史
■担当科目
戦前期日本経営史、戦後日本経営史、外国経
営史、基礎演習、演習Ⅰ／Ⅱ
■私はこんな人
お酒が大好きで、ほぼ毎日飲みます。地方出
張の際に研究者友だちや大学院の後輩、ゼミ
の卒業生たちと飲む時間は至福です。

和気あいあいとしたゼミで、みんなで食事や遊びに行
くこともありますが、ゼミ活動自体は真剣に取り組み
ます。2年次には埼玉大学との企業研究のプレゼンバ
トル、3年次には経済史・経営史ディベートリーグに参
加。ディベートリーグの準備としては、知識量が不可欠
なため徹底的に勉強をし、ディベート上のテクニック
も磨きました。毎日のようにチームで集まるなど、とて
も濃い日々を送り、大きな充実感を得ました。

ゼミナールの研究テーマ
企業研究・ケーススタディ

STUDENT’S VOICE

当ゼミでは特定の企業を対象に、その経営行動を研究
してレポートを書き、内容について議論します。集めた
情報から、それまで知られていなかった事実を発見し、
一つのストーリーを創り上げていきます。そのほか、討
論会など、他大学との交流もあります。チームで大会に
臨むため、その過程で他者と協働する力が磨かれます。
「楽しくて積極的に参加したくなるゼミ」を理想とし、ゼ
ミ合宿など、学生同士が理解し合う機会を設けています。

戦略、組織、マーケティング…
企業の経営行動はオモシロイ！

法律系の授業を受ける中で法学への興味が湧き、中
でも、自分にとって身近な法律である民法に関心を持
ちました。ゼミでは主に、2017年に行われた民法改正
について学んでいます。テーマを選んでグループごと
に発表を行い、議論をすることで、民法への理解を深
めます。今まで当たり前に行ってきた売買契約などの
中にも民法のルールが多く関わっており、それらの法
的な考え方について知れることが面白いです。

STUDENT’S VOICE

市民社会における取引・契約などについて重要なルール
を定めた法律である「民法」を学びます。最近は「デ
ジタル化社会と民法」というテーマを掲げ、デジタル化
社会の中で起こる問題を採り上げています。法律学は非
常に論理的な学問です。民法という法律を学習する過
程で、論理的な思考能力と説得能力が身に付きます。
ゼミ生それぞれが持つ多様な価値観を尊重し、私自身
の価値観を押し付けない指導をするよう心掛けています。

社会のデジタル化の進行に
伴って生じる問題を考える

加 藤  健 太 ゼ ミ

谷 口  聡 ゼ ミ

青森県立弘前高等学校 出身
大瀬 陽花 ゼミ生（4年）

神奈川県立横須賀高等学校 出身
磯花 愛理 ゼミ生（4年）

石川県立金沢桜丘高等学校 出身
石田 倖士朗 ゼミ生（4年）

北海道旭川北高等学校 出身
山田 和史 ゼミ生（4年）
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1群　基礎科目
1群に配置された科目は経済分析を行うための核(コア)となる初級科目や、社会経済の制度的
または歴史的な捉え方を学ぶ基礎科目です。これらの科目を履修したのち、2群の中級科目や3
～5群の応用分析科目分野に進むことが望ましいです。

2群　経済理論
1群の初級科目で経済理論の基礎を学んだら、2群で中級レベルの理論科目の修得を目指しま
しょう。2群には、1群で身に付けた経済分析のスキルをさらに高める科目が配置されています。
また、2年次から履修可能な1群科目を並行して学習することで、3群の応用科目をより深く理
解することが可能となります。

3群　応用経済分析
3群には、1群ならびに2群で身に付けた経済分析を現実の経済問題に応用する科目を配置して
おり、財政学・金融論・経済統計は2年次から履修が可能です。経済学科の学生は3群科目を履修
してはじめて、1群・2群科目の学修を通じて自身の社会を見る目がどのように養われたかを実
感するでしょう。

4群　経済史・経済思想史
4群は経済社会の歴史と経済思想、経済学史などを学ぶことのできる科目で構成されています。

5群　経済事情・経済制度
5群にはさまざまな応用領域について考察する科目が配置されています。これらの科目は1・2
群の経済分析や4群の歴史・思想分野と比較してより具体的な時事経済を扱う傾向が強く、現実
経済への理解や関心を促す科目であると言えます。①経済学的な考え方・分析手法を身に付ける  ②特定の経済分野についての理解と関心を深める

3群
（応用経済分析）

4群
（経済史・経済思想史）

5群
（経済事情・経済制度）

6群（市場と経済・企業と会計・基礎演習・演習Ⅰ・Ⅱ）

1群
（基礎科目・経済分析のコア）

2群
（中級科目・経済分析のコア）

①

②

1年次
◆統計学　◆経済数学入門　◆現代経済入門
◆初級マクロ経済学　◆初級ミクロ経済学

◆社会経済学　◆日本経済思想史　◆社会思想　◆日本中世農業史　◆日本近世農業史　◆現代資本主義論

◆世界経済論　◆行政法　◆日本経済論　◆社会政策論　◆社会学特講

◆演習

◆経済地理学　◆経済システム論　◆中国経済論　◆アジア経済論　◆開発経済論　◆農業経済論　◆中小企業論
◆地域経済論　◆社会保障原理　◆社会保障制度論　◆地方財政論　◆地域の金融と経済　◆特別講義（経済学）

◆現代経済思想　◆経済学史

◆中級マクロ経済学　◆中級ミクロ経済学　◆ゲーム理論　◆経済学方法論　◆情報の経済学　◆行動経済学　◆経済数学特講
◆経済成長論　◆計量経済学　◆経済数学　
◆厚生経済学　◆産業組織論　◆数理統計学

◆応用計量経済学　◆国際経済学　◆環境経済学　◆国際金融論
◆公共経済学　◆経済政策論　◆労働経済学　◆都市経済学

2年次 3年次 4年次

1群　基礎科目

2群　経済理論

3群　応用経済分析

4群　経済史・経済思想史

5群　経済事情・経済制度

6群　必修

◆経済統計　◆金融論　◆財政学

◆経済史概論　◆日本近世経済史　◆日本近代経済史　◆西洋経済史　◆アジア経済史　◆日本史特講　◆世界史特講

◆経済法　◆近代経済学
◆市場と経済　◆企業と会計

◆基礎演習

経済学科 専門教育科目 

専任教員一覧

経済学科専門科目の群配当と位置付け

伊藤 宣広
教授    

教授    

経済学史、現代経済学、経済学方法論

唐澤 達之 西洋経済史、イギリス社会経済史、
イギリス都市史 

経 済 学 科

　経済学とは、人々の経済生活に関わる現実・制度・政策などが個人または社会に対してどのような意味や影響
を持つのかを、歴史的な事実（または現実）と一貫した論理（または数学的手法）によって明らかにする社会科学
です。そこでは、多様な経済システムについて、それぞれに特徴的な仕組みや構造、そして運動のあり方が、理論
的かつ実証的に分析、解明されます。
　経済学科では、経済に関する具体的な状況などを取り扱う科目を、全体のバランスを考慮して配置していま
す。専門的な科目でも1年次から受講できる科目もあります。2年次後期からはゼミナール（演習）を「必修」とし、
少人数で専門領域の学修を深めていきます。また、企業や社会の最新情報を提供するため、経験豊かで高い知
見を有する多様な社会人講師による「リレー講義」を毎年開講しています。こうして、全国さらには海外から集ま
る多様な学生の学習意欲に応えるカリキュラムを、段階的かつ体系的に整備しています。
　経済学科では、このようなカリキュラムを通じて、為替レートの変動やエネルギー資源価格の高騰、少子高齢
化や社会保障制度の課題、巨額の財政赤字や自由貿易協定の締結など、今日の社会・経済的な重要問題につい
てより的確に理解するための視点や能力が身に付きます。経済全般に関する生きた知識を修得し、ゼミ活動を
通じて実践力を高めれば、自分自身の進路を主体的に切り拓くことができるでしょう。

経済に関する幅広い知識を修得し、将来、

経済社会の第一線で活動できる人材を育成する

得意の数学を活かして、
個別の組織についてよりも
社会全体の動きについて
具体的な数字で
捉えてみたかった。
本学科では、ミクロ経済・マクロ経済といった考え方や、

モデルや数学を用いて、市場や経済全体の仕組みについ

て論理的に考えていきます。そのため、金融に関すること

から環境問題まで、幅広い分野を対象にできます。物価

の変化や景気変動など、自分にもなじみのある経済現象

の動きについて解明していくことに面白さを感じます。

3年 群馬県立前橋高等学校 出身  相川  侑登

山本 芳弘 環境経済学
教授    

中路 　敬 経済理論史
准教授

学科の卒業認定・
学位授与の方針

学科の教育課程
編成・実施の方針

教授    

教授    

教授    

教授    

鶴田 禎人 社会保障、社会政策

富澤 一弘 経済史学、歴史学

名和 賢美 デモクラシー論

森　祐司 金融論

教授    
山﨑 薫里 位相空間論

天羽 正継 財政学、地方財政論、財政金融史

石原 庸博 ベイズ統計学、計量経済学、
計量ファイナンス

板垣 智洋 多元環の表現論

内山 知一 教科教育学

准教授

准教授

准教授

准教授

岡田 知之 経済成長論
准教授

霜野 慧亮 機械力学
准教授

中野 正裕 貨幣・金融経済論

夏苅 佐宜 英語教育、第二言語習得

西川 静華 応用ミクロ経済学、ゲーム理論、
産業組織論

服部 昌彦 産業組織論

准教授

准教授

准教授

准教授

塩澤 康平 ミクロ経済学、顕示選好分析

意思決定理論、行動経済学

講師

栁田 翔平
講師

髙橋　 済 空間経済学、空間計量経済学、
地方財政学、公共経済学准教授

谷川　 卓 哲学
准教授

�� TAKAKEI －  CAMPUS GUIDE ���� TAKAKEI －  CAMPUS GUIDE ���� ��

経
済
学
部

経
済
学
科



経営学科 専門教育科目 

専任教員一覧

経営学科専門科目の群配当と位置付け

経 営 学 科

　経営学とは、経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）をうまく活用することによって、企業を中心としたさまざまな組織を効率的に
運営し、最大の成果を得るための方法を体系化した学問です。企業が持続的かつ長期的に存続・成長するためには、消費者や
取引企業、地域住民、政府、株主、金融機関、従業員といった、「ステークホルダー（利害関係者）」との間で共存共栄の関係を
構築しなければなりません。本学科では、多角的な視点から企業経営を探究し、自律的に問題解決を行える人材を育成するた
め、さまざまな科目を用意しています。

［主な分野］
●企業や経営学の歴史について学ぶ科目分野
●企業の社会的意義や形態、統治について学ぶ科目分野
●企業における人材や生産プロセス、情報のマネジメントについて学ぶ科目分野
●企業の戦略やマーケティング、国際展開について学ぶ科目分野
●企業の会計や財務について学ぶ科目分野
●企業のあり方や活動を規定する法律について学ぶ科目分野

　経営学科では、以上のような科目分野を体系的かつ専門的に学ぶことができます。それにより、官民という枠にとらわれる
ことなく、「社会人としてビジネスの第一線で活躍できる人物」および「企業の振興に積極的に貢献できる人物」を育成します。

ビジネスに必要な広範囲の知識を有し、

特定の分野を深く研鑚した上で、

自律的に問題解決を行える人材を育成する

マーケティングと
法律に興味があり、
知的財産や経営に関わる
法律を詳しく知りたくて
経営学科を選択。
経営に関係するさまざまなことを広く学べるところが本

学科の特徴です。マーケティングや会計など経営にまつ

わる基礎的な部分から、会社運営についての法律、知的

財産法をはじめとする経営に関連する法律まで、組織を

つくることや、その組織が継続していくための各局面で

必要になる知識が身に付きます。いずれも興味深いです。

4年 宮城県泉館山高等学校 出身  早坂  優汰

学科の卒業認定・
学位授与の方針

学科の教育課程
編成・実施の方針

阿久津 由佳
教授    

教授    

教授    

教授    

教授    

教授    

教授    

教授    

英語教育法、語用論

阿部 圭司 証券市場分析

井上 真由美 経営倫理、アントレプレナーシップ、
コーポレートガバナンス

加藤 健太
 

日本経営史

木下 まゆみ 教育心理学、社会心理学

佐藤 敏久 マーケティング戦略、消費者行動、マーケティング・
コミュニケーション、ブランド・競争戦略

澤田 悠紀 知的財産法、文化と法、芸術と法

関根 雅則 イノベーション論、経営戦略論

谷口 　聡 民法、不法行為法、成年後見制度、
継続的債務関係

永田 　瞬 経営労務論、社会政策論

中村 彰良 管理会計

藤本 　哲 経営組織論

教授

教授

教授

教授

石田　 崇 統計的学習理論、情報理論、教育工学

梅田 　宙 原価計算、管理会計

准教授

准教授

高橋 克幸 会計学、実証会計、セグメント会計
准教授

向井 悠一朗 生産管理、技術経営
准教授

藻利 衣恵 財務会計、国際会計、会計史
教授

高松 正毅 言語学、日本語学、高等教育
教授    

金 　艶華 医薬品物流、ロジスティクス、国際物流
准教授
金 　艶華 医薬品物流、ロジスティクス、国際物流
准教授

沈　　 律 会社法、商法、合同会社制度
准教授





佐 藤 公 俊
副 学 長
地 域 政 策 学 部 教 授

　地域政策系学部は現在の国公立大学では珍しくありませんが、����年当時は驚くべ

き学部名と鮮烈なコンセプトであり、本学渾身の挑戦でした。設立時の教職員は、学生

募集を筆頭に果たしてこの挑戦が成功するのかという不安を抱きつつ、先頭ランナー

としての高揚感に包まれていました。

　����年は「地方分権推進法」が成立するなど、長年議論されてきた地方分権が本格的

に動き始めた年です。学部新設はその数年前から準備されており、熱気を先取りした

先進的な試みでした。そして開学時の学部の使命は地方分権の理論的支柱たることで

ありました。

　����年の慶應義塾大学総合政策学部に始まり今日に至るまで多くの大学が公共政策

系学部を設置しましたが、地域政策学部はそれらとは一線を引く独自性を主張し続け

ました。「総合政策でも公共政策でもない、地域政策なのだ」という矜持は「地域リーダー

の養成」というもう一つの使命に通じるものであり、それは今も変わりありません。

　さて、学部設立��周年を迎えた今、変わらぬ使命を意識しつつ時代の期待に応える

べく、われわれは新しい構想を抱いています。

　一つは、データサイエンスなど新たな学問を前提とした、地域貢献型の実践的教育プロ

グラムの構築です。この文理横断的な取り組みは、��周年に合わせて改革を期した成

果として����年度からスタートしていますが、今後も進化し続けたいと考えています。

　もう一つは、今こそ社会科学の意義を教育研究するべきである、という地域政策学

部のディシプリン再構築です。目的や価値を考えること、問題解決のためのアイディ

アを発想すること、これらができなければ膨大なデータはただの情報に過ぎません。

　設立当時も今も、地域政策学部は常に挑戦者です。その気持ちを忘れずに新たな扉

を開いていきます。

卒業生メッセージ　
南 千晴さん（榛東村長）
地域政策学科 2002年度卒業／
地域政策研究科博士前期課程 2016年度修了

　大学時代、教授陣が現場で実践する「リアルな地域づくり」の話

に深く惹きつけられました。当時は政治家になるなど想像もしてい

ませんでしたが、��歳で地方議員になると、高崎経済大学で得た知識

と視点が日々の活動に直結していることに驚きました。さらに学び

を深めるため高崎経済大学大学院へ進学し、留学生や社会人など

多様な方々と近い距離で議論を交わせたことは一生の財産です。

　若い皆さんは、これからの日本を創る「未来」と「希望」そのもの。

自分の可能性にフタをせず、多くのことを吸収し、挑戦してほしい。

地域を豊かにすることや地域政策学部に関心があれば、ぜひ門を

叩いてみてください。

　学部�年次に起きた東日本大震災。今こそ学問を活かそうと、高

崎市に避難された方々の生活実態調査に奔走しました。当時の地

域政策学部の教員たちが被災地支援のために立ち上げた委員会に

も参画し、普段は目にすることのない、「本当に地域をより良くす

る」との熱意にあふれた教員たちの姿に大きな影響を受けました。

　地域政策学部で学ぶ意義は、世界を“解像度高く”捉え、自分と社

会との接点を再構築することにあります。高校生の皆さん、“まち”

の次の創り手になる意識で日常を過ごしてみませんか。「本当はこ

うだったらいいのに」を「じゃあ、どうより良くする？」に変換して

考えてみると、その面白さに気づいていけるかもしれません。

学部の沿革

地域政策学部設立。「地域政策学科」1学科で

スタート。地域課題に対応できる専門人材を

養成する、日本初の学部でした。

地域政策の多様な課題に対応するため、地

域づくりに関する実践的な学びに重点を置く

「地域づくり学科」を増設、2学科体制に。

国家政策としての観光立国推進や市町村合

併後の地域振興といった課題に対応するた

め、「観光政策学科」を増設。3学科体制に。

未来へ向けて
〜常に挑戦者であれ〜

■文理横断的な取り組みの強化
    ・地域貢献型実践的教育プログラムの推進

    ・データサイエンス教育の推進

■学部のディシプリン再構築
    ・学部の目的や価値の再定義

    ・時代にキャッチアップする知識体系の再構築

1996年

2003年

2006年

高崎経済大学の地域政策学部は、「地方分権社会を担う地域リーダーの育成」を目

的に、1996年に日本初の学部として設立されました。現在全国の大学に置かれてい

る同様の学部・学科の草分けであり、時代の先を見据えた画期的な出来事でした。

3 0 th  ANNIVERSARY

日本初の

「地域政策学部」

設立から現在まで、
日本の「地域政策学」をリードしつづける

高 崎 経 済 大 学

地 域 政 策 学 部

M E S S A G E

M E S S A G E M E S S A G E

「新たな扉を開く」

卒業生メッセージ　
沼田 翔二朗さん（高崎商科大学 講師）
地域づくり学科 2012年度卒業／
地域政策研究科博士前期課程 2015年度修了
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専任教員一覧

地域政策学科専門科目の群配当と位置付け

地 域 政 策 学 科
国内外の地方分権や地域政策に関する高い

専門知識と政策立案能力を有し、都市と農村等の

地域振興を中心的に担う人材を育成する

「地域」がテーマなので、
学びが実際の生活に
活かされることも多い。
出てくる答えが一つでは
ないところも面白い。
地域における政策について詳しく学べる学科です。地域

で生じている問題について、実際の政策に基づいて考え

たり、既存政策の効果を評価・考察したりします。地域政

策は特定の誰かではなく多数の人を対象に立案されるも

のであり、なるべく多くの人が納得する政策を考えること

は大変ですが、そこに、チャレンジする面白さがあります。

3年 静岡市立高等学校 出身  鈴木  陽香

学科の卒業認定・
学位授与の方針

学科の教育課程
編成・実施の方針

［養成をめざす具体的な人材］

［専門分野の主な研究テーマ］

● 高い政策立案能力を有する人材
● 地方自治に関心を有する人材
● 企業の地域戦略に強い人材
● 都市農村開発のプランナー
● 国際関係に強い人材

● 都市について理解を深め、地域論・経済論・政策論の立場から有効な地域政策を考える
● 農業・農村について理解を深め、持続的発展の立場から有効な地域政策について考える
● 世界の中の日本について理解を深め、国際的視野に立ち、有効な地域政策について考える
● 地域経済・産業について理解を深め、その自立的発展の立場から有効な地域政策について考える
● 政治・法律・公共政策について理解を深め、公共性という視点から有効な地域政策について考える

地域政策学科の教育目的











CAREER SU
PPORT

本学の公務員試験対策講座は「教養科目コース」と「教養
科目＋専門主要科目コース」の�コースから選択できます。
主に�年生が対象となりますが、�・�年生の受講も可能で
す。毎年�月中旬から翌年�月までの通年講座です。

公務員試験対策講座 
（専門学校と提携：有料）

■ インターンシップ情報　■ 就職内定報告書等の閲覧
■ 就職に関するフリーペーパーの配布
■ 各種ガイダンス、講座開催のメール配信　等

公務員試験・資格取得に関する
個別相談 国家公務員採用制度説明会

公務員・民間併願
就職活動スケジュール解説講座公務員志望者向け就職セミナー

公務員試験合格者報告会 高崎市役所採用試験制度説明会

キャリア支援センターでは、国家公務員総合職・一般職、地方公務員上級等、多岐にわたる公務員の仕事に対する理解促進と、職種に応じた試験対策の
ためのさまざまな支援を行っています。

対
策
講
座
の
一
例

■ 公務員試験対策講座　■ エントリーシート対策講座
■ SPI対策講座　■ ビジネスマナー講座　■ 面接対策講座　等

1年

2年

3年

4年

社会人 社会での
活躍

自己実現の支援

就職力向上の支援

職業選択への意識向上の支援

職業意識の啓発（働くことの意味を知る）
視野拡大の機会を提供（社会を知る）

関東
76.3％

関東以外
23.7％

群馬
（高崎以外）
17.0％

群馬
（高崎以外）
17.0％

群馬以外
77.8％

高崎
5.2％
高崎
5.2％

地域別就職先の割合
（2025年度卒業生）

4万人を超える卒業生たちが
全国で活躍しています

▶ Uターン志望者向け就職セミナー

キャリア支援センターでは、地元への就職や首都圏以外の地域への
就職を希望する学生の疑問や不安を解消するため、以下のような就
職支援事業を行っています。

講義形式で、効率の良い情報収集のやり方や地域優良企業の特徴と
探し方、遠方地での就職活動にかかる費用などについて説明します。

▶ 自治体との連携事業
本学は複数の自治体と就職協定を結び、U・Iターンセミナーを開催
しています。自治体との連携を強化し、学生の地元就職を支援する
取り組みを行っています。

U・Iターン就職希望者支援最新情報の提供

◆  就職活動に関する不安・悩みなど、専門の相談員が個別で相談に応じます。
◆  エントリーシート・履歴書などの添削にも対応します。
◆  面接の練習や情報提供も行っています。
◆  学年を問わずお申し込み可能となっています。

◆  OB・OGとのつながりを強め、就職活動に役立つ情報を伝えてもらいます。
◆  群馬県外の企業で働くOB・OGが地元にて職業相談会を開催。
◆  全国からOB・OGを本学に招き、
　  就職活動に有益なアドバイスをいただくイベントを開催。

就職相談

OB・OGとの交流会

その他 就職サポート

【就職活動カレンダー】 3年次

4年次

4月 「簿記３級講座」事前説明会／就活スター
ト講座／「公務員試験対策講座」事前説明
会／公務員志望者向けセミナー／金融リ
テラシー講座

5月 就職ガイダンス／優良企業の探し方講座／
SPI適性検査講座
首都圏で活躍するＯＢ・ＯＧによる就職相
談会／公務員・民間併願就活に向けた解
説講座

6月

留学生向けインターンシップ＆就職セミ
ナー／面接対策実践講座／グループディス
カッション実践講座／グループディスカッ
ション実践練習会

7月

就職活動実践講座／OB・OGによる就職
相談会in高崎／自己PR&志望動機の作り
方セミナー／公務員試験合格者報告会

11月

Ｕターン志望者向け就職セミナー／エント
リーシート対策講座／後期就活準備講座／
FP資格ガイダンス

10月

面接対策実践講座／国家公務員採用制
度説明会／高崎市役所採用試験制度説
明会

1月

グループディスカッション実践練習会／
OB・OGによる模擬面接会

2月

合同企業説明会3月

グループディスカッション実践講座／ＳＰＩ
能力検査

12月1年次 2年次

4月 1年生向けキャリアガイダンス／「簿記３級
講座」事前説明会／各種資格取得ガイダン
ス／大学1･2年生のためのキャリアデザイ
ン講座／公務員志望者向けセミナー／金
融リテラシー講座

5月 大学1・2年生のための就活講座

6月 公務員・民間併願に向けた就活解説講座／
国内研修プログラム事前説明会

10月 Ｕターン志望者向け就職セミナー／
FP資格ガイダンス

公務員合格者報告会11月
面接対策実践講座／国家公務員採用制度
説明会／高崎市役所採用試験制度説明会

1月

4月 「簿記３級講座」事前説明会／各種資格取
得ガイダンス／大学1･2年生のためのキャ
リアデザイン講座／「公務員試験対策講
座」事前説明会／公務員志望者向けセミ
ナー／金融リテラシー講座

5月 大学1・2年生のための就活講座

6月 公務員・民間併願に向けた就活解説講座／
国内研修プログラム事前説明会

10月 Ｕターン志望者向け就職セミナー／
FP資格ガイダンス

公務員試験合格者報告会11月

7月 面接対策実践講座／グループディスカッ
ション実践講座／グループディスカッショ
ン実践練習会

随時 就職相談会





各領域（都市・農村を主とする研究、産業・経営を
主とする研究、行政・政治を主とする研究、環境・人
間・福祉を主とする研究、文化・観光を主とする研
究）固有の課題に加え、領域横断的な地域政策課
題についての総合的解決法を研究・教育します。

博士前期課程
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本学の成績優秀者は学部4年次に本学大学院
の授業科目を履修することが認められます。
大学院入学後、修得した単位を認定すること
で1年間での博士前期課程修了を可能とする
制度です。

※経済学部は経済・経営研究科、地域政策学
部は地域政策研究科で利用可能です。

高崎経済大学同窓会給付金

◎初年度納入金内訳

※1 高崎市民とは、入学年の4月1日現在において、本人又はその配偶者若しくは1親等の親族が、引き続き1年
以上高崎市に住所を有する者をさします。
※2 授業料は前期・後期 各260,400円で合計520,800円です。前期分授業料は4月、後期分授業料は、10月の納
入です。

大学独自の制度のほか、高崎経済大学同窓会および高崎経済大学後援会には
以下の奨学金があります。また、日本学生支援機構をはじめとして、各種の奨学金
制度を学内で申し込めます。

給付額 給付実績（2025年度）

100,000円 2人

（2025年度）

種　類

日本学生支援機構（学習奨励費予約者）

（一財）高崎経済大学後援会奨学金

ロータリー米山記念奨学金

JEES日本語修学支援奨学金

金　額 人　数

月額

月額

月額

学部生：月額

  48,000円

10,000円

50,000円

100,000円
院生：月額 140,000円

5人

10人

4人

2人

家計を支えている者の死亡や被災など、家計が急変し就学が困難になった学生
で、事由発生月から12か月以内、死亡の場合6か月以内に申請があったものを対
象に審査し、給付します。

「大学等における修学の支援に関する法律」に基づき、2020年度から高等教育における修学支援新制度が開始されました。
本学は、本制度の対象機関となっています。
詳細は、本学ホームページをご確認ください。なお、本制度の概要等については、文部科学省のホームページ等で確認してください。

留学生日本学生支援機構

※ 貸与月額等の詳細は日本学生支援機構のホームページでご確認ください。

1,021人918人950人

給付奨学金
貸与奨学金

第一種（無利子） 第二種（有利子）
種　類

人　数
（2025年度）

授業料※2

2年次以降

520,800円 520,800円
高崎市民※1一　　般

入学金 282,000円 141,000円

授業料※2 520,800円 520,800円

諸費用 106,300円 106,300円

高崎市民※1一　　般

合　計 909,100円 768,100円

4年間合計

納入金 2,471,500円 2,330,500円
高崎市民※1一　　般

520,800円

両学部共通

年間
授業料

高崎経済大学後援会就学支援金

給付額 給付実績（2025年度）

上限300,000円 1人

家計を支えている者の死亡や被災など、家計が急変し就学が困難になった学生
に対し、公的機関による支援が措置されるまでの間の就学継続等を目的として支
給する制度です。

修学支援制度について

学費

奨学金制度

私立大との初年度納入金比較

本学
約91万円

私立大
文科系
学部平均
約119万円

私立大
理科系
学部平均
約153万円

文部科学省「令和5年度私立大学入学者に係る
初年度学生納付金等平均額」より

地域政策研究科 経済・経営研究科

「地域政策学」の教育研究実践を積み重ねて、博士
（地域政策学、学術）の取得を目指します。

博士後期課程

「現代社会経済システム専攻」では経済学を、「現
代経営ビジネス専攻」では経営学・会計学をベース
にしながら、より幅広い歴史的・社会的視野を持っ
て経済・経営の諸課題に取り組めるようなカリキュ
ラムを用意しています。   

博士前期課程

「現代経済経営研究専攻」では、独創性・創造性に
あふれた高度な専門的研究を進めて博士（経済
学、経営学）の取得を目指します。

博士後期課程

早期履修
制度

詳細は大学院案内をご覧ください

大
学
院
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募集人員

出願資格

選抜方法

出願期間

試験場
試験日

合格発表日
高崎

2026年11月1日（日）～2026年11月6日（金）
2026年11月22日（日）

2026年12月1日（火）
募集要項 9月中旬HP公開予定

100人　内訳：地域推薦15人・
　　　  全国推薦50人（※高崎市立高崎経済大学附属高校3人含む）・
　　　  英語重視推薦20人・商業等推薦15人

▶ 学校推薦型Ⅰ

▶ 学校推薦型Ⅱ（大学入学共通テスト利用）

出願要件

募集人員

出願資格

選抜方法

出願期間

合格発表日

2027年1月4日（月）～2027年1月12日（火）

2027年2月5日（金）

募集要項 9月中旬HP公開予定

実施学部



入試情報／経済学部

経済学部の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

大学入学共通テストを次の指示に従い、受験してください。
〈前期日程〉　　　　　　外国語を含む4教科4科目を選択解答してください。
〈公立大学中期日程〉　　外国語を含む3教科3科目を選択解答してください。

2027年1月25日（月）～2月3日（水）
＊2月3日までの消印有効

Ⅰ　出願資格（前期日程・公立大学中期日程）

Ⅱ  出願期間（前期日程・公立大学中期日程）

本学が指示する令和9年度大学入学共通テストの教科・科目及び
本学が実施する教科・科目に係る個別テストの成績ならびに調査
書を総合して判定します。

Ⅲ 選抜方法（前期日程・公立大学中期日程）

大学入学共通テスト

募集人員
学部 入学定員

前期日程
公立大学
中期日程

学科

経済 経営

国際

200人

経済 200人

80人

140人

一般選抜

240人

①試験日　2027年2月25日（木）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松・福岡
③試験科目及び試験時間

（1）教科・科目に係る個別テスト
①試験日　2027年3月8日（月）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松・福岡
③試験科目及び試験時間

（1）教科・科目に係る個別テスト

（2）大学入学共通テストと教科・科目に係る個別テストの配点・換算方法

2027年3月5日（金）　午前9時
（3）合格発表日 700点

総点

100点×
3科目
＝300点

200点×
2科目
＝400点

合計

各科目200点

各科目100点

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

教科・科目に係る
個別テスト

（2）大学入学共通テストと教科・科目に係る個別テストの配点・換算方法

（3）合格発表日
2027年3月21日（日）　午前9時

（外国語及び国語を100点に換算します。）

9:40～
12:00

科目名等

国語

時間 教科

外国語
【英語】

数学

英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ，英
語コミュニケーションⅢ，論理・表現Ⅰ，論理・表現Ⅱ，論
理・表現Ⅲを合わせたものを「英語」として出題

数学Ⅰ，数学Ａ，数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃを合わせたものを
「数学」として出題
※数学Ａは「図形の性質」、「場合の数と確率」を、数学Ｂは「数列」
を、数学Ｃは「ベクトル」を出題範囲とする。

前期日程 公立大学中期日程

＊『英語』でリスニングを受験しない場合は、失格となります。
＊『地理歴史，公民』『理科』で2科目受験した場合は、第1解答科目の得点を採用します。
＊『数学』で2科目受験した場合は、高得点の科目を採用します。

　経済学部では、「教育課程編成・実施の方針」にもとづく教育を施すこ
とを通じて、「卒業認定・学位授与の方針」に掲げた人材を育成するた
め、以下のような資質を備えたひとを積極的に受け入れる。

１ 高等学校までの以下の学習の内容をきちんと身につけているひと
　（１）日本語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の技能
　（２）英語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の技能
　（３）数理的手法を身につけるために必要な数学の知識・技能
　（４）人文社会科学を学習する前提となる幅広い知識

２ １に掲げる知識・技能をもとに、論理的に思考し、自身の考えをまとめ
て他者に伝えることができるひと

３ 経済、経営及び国際関係に強い興味・関心があり、主体的な態度で学
習に取り組むことができるひと

４ 多様な価値及び意見を尊重し、他者と協力しながら学習や課外活動
に取り組むことができるひと

　また、上記のような資質を備えているかを判断するため、以下の基本
方針のもと入学者選抜を行い、多様な人材の確保に努める。

〇一般選抜
　一般選抜では、前期日程、公立大学中期日程とも、大学入学共通テス
トと教科・科目に係る個別テストを行い、上記１及び２の知識・技能及
び能力を修得しているかを評価するとともに、調査書により、上記３、４
の態度・能力を確認し、総合的に判断する。

〇学校推薦型選抜
　学校推薦型選抜では、英語と小論文試験で、上記１の（１）、（２）及び２
の知識・技能及び能力を有しているかを評価するとともに、面接試験、
調査書・推薦書等の提出書類により、上記２、３、４の態度・能力を総合
的に判断する。さらに、１、３の知識・技能・態度に関しては、英語や簿
記などの資格・検定試験の結果も適宜評価する。

〇編入・転入学選抜
　編入・転入学選抜では、英語及び経済学・経営学の基礎的な問題によ
り、上記１の（２）、（３）及び３の知識・技能・態度を有しているかを評価
するとともに、面接試験により、上記２、３、４の態度・能力を総合的に
判断する。

〇私費外国人留学生選抜
　私費外国人留学生選抜では、独立行政法人日本学生支援機構が実
施する日本留学試験の成績により、上記１の知識・技能を有している
かを評価するとともに、面接試験により、上記２、３、４の態度・能力を
総合的に判断する。

〇社会人選抜
　社会人選抜では、英語と小論文試験により、上記１の（１）、（２）及び２
の知識・技能及び能力を有しているかを評価するとともに、面接試験
により、上記２、３、４の態度・能力を総合的に判断する。

〇帰国生徒選抜
　帰国生徒選抜では、小論文試験及び面接試験により、上記２、３、４の
態度・能力を総合的に判断する。

2027年度 一般選抜情報（募集要項は11月中旬ホームページで
  公開予定、冊子の配布はありません）

800点

外国語国語 地理歴史 公民 数学 理科 情報
総点

100点×
4科目
＝400点

200点×
2科目
＝400点

合計

各科目200点

国語 数学 外国語

各科目100点
（外国語及び国語を100点に換算します。）

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

教科・科目に係る
個別テスト

外国語国語 地理歴史 公民 数学 理科 情報

外国語国語 地理歴史 公民 数学

入試情報は発行時点（2026年5月）のものです。諸般の事情により変更が生じる場合がありますので、
最新の情報はホームページで確認してください。

区分・日程 教科
国語 『国語』

『公共，倫理』，『公共，政治・経済』

『数学Ⅰ，数学Ａ』，『数学Ⅰ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』，




